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  令和 5 年 1 月 16 日（月） 

行 政 会 議 発 言 要 旨 

 

◎市長あいさつ 

新しい年を迎え、初めての行政会議です。 

新型コロナウイルス感染症については、国内で感染が確認されてから 3 年が経過しようとしていますが、い

まだに感染拡大の波が繰り返されています。 

1 月 10 日からは「全国旅行支援」が開始され、人の移動が活発化することに伴う感染拡大も懸念されていま

すが、市民の命と健康の確保、そしてさいたま市の経済の回復の両面に今後も全庁を挙げて取り組むようお

願いします。 

また、コロナ禍で課題が浮き彫りとなった行政のデジタル化については、先月にはキャッシュレス決済ができ

る窓口を大幅に拡大するなど、取組を進めてまいりました。引き続き、デジタルファーストな行政運営を促進す

るようお願いします。 

今年はご承知の通り、本市の政令指定都市移行・区制施行 20 周年の節目の年です。 

先日「二十歳の集い」を開催しましたが、20 年前に誕生した若者からは、緊迫した国際情勢、不透明な社会

経済状況といった厳しい時代の中でも、「人に寄り添い、困っている人に手を差し伸べられる人になる」、「自分

らしく生きる」といった力強い誓いの言葉がありました。 

本市は人口約 134 万人を擁する都市として着実に発展してまいり、市民や企業の皆様のお力添えをいただ

きながら市民満足度も向上してきた中、若者の言葉にあらためて身を引き締め、今の取り組みが、今まさに生

まれてくる子どもたちの未来をつくるという自覚と責任感を持ち、日々の業務に真摯に取り組んでください。 

そして、職員一人ひとりが市民の皆様にとっての幸せコーディネーターであることを改めて意識し、「CS90＋

運動」を一層推進していただくようお願いします。 

さて、今月 21、22 日の 2 日間にかけて、さいたまランフェスが開催され、3 年ぶりに市内をマラソンランナー

が駆け抜けることとなります。私も 10 キロマラソンにチャレンジします。 

ランナーの皆さんをはじめ、多くの方が安心して楽しめる大会となるよう、所管部局を中心に入念な準備を

お願いします。 

最後になりますが、今年度も最後の四半期に入りました。各局区におかれては、残り 3 か月を最大限有効に

活用し、組織目標の達成と、次年度に向けた準備に取り組んでください。 

 

◎報告事項 

〔都市戦略本部〕 

●「令和 5 年 地方分権に関する提案」の庁内募集について（都市経営戦略部） 

内閣府が、地方分権改革に関する提案を広く募集する「提案募集方式」について、1 月 6 日から 26 日まで、

庁内募集を行っています。提案の対象は、地方公共団体への事務・権限の移譲及び地方に対する規制緩和

に係る事項です。 

本市では、この提案募集をはじめ、九都県市首脳会議や指定都市市長会を通じた他自治体と連携しての提

言など、様々な機会を通じ、国に対し制度改善や財政措置の要望を行っており、法制度の改正につながるな

ど、成果を挙げています。 

各局等が抱える課題解決の一つの手段になるだけでなく、国の施策に関する検討を通じ、本市の取組を見

直す機会にもなりますので、有効に活用いただき、積極的にご提案いただくようお願いします。 

 

●シティセールス WEB サイト「いいじゃん！さいたま」の公開について（都市経営戦略部） 

これまでも、市 WEB サイトや SNS など、各種広報媒体を活用し、本市の魅力を発信してきましたが、更なる

魅力発信の強化を図るため、様々な魅力情報を集約した WEB サイトを新たに作成し、令和 5 年 1 月 25 日に
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公開します。 

本サイトは、市民には市の魅力の再認識による愛着・誇りの醸成、市外には本市を選ぶきっかけにしてもら

うことを目的としています。 

また、若年層をメインターゲットに構築しており、パソコンだけでなくスマートフォンでも見やすいデザイン配置

としています。 

公開の際に、改めてお知らせしますので、魅力の把握等にご活用ください。 

 

●全庁共通フォルダの利用の適正化について（デジタル改革推進部） 

情報端末から利用できる全庁共通フォルダは、全体の容量が上限に達すると使用できなくなるため、毎月 1

回、定期的にデータの削除を実施しています。 

その中には、利用期間が過ぎたのに削除していないデータのほか、常時格納されているデータや個人情報

など秘匿性の高いデータなどもあり、不適切な使い方が散見されます。 

各局区においては、全庁共通フォルダの利用上のルールを改めて確認し、適正な利用にご協力をお願いし

ます。 

なお、常時格納が必要なデータや秘匿性の高いデータの管理が必要な場合は、別の専用フォルダに保管

するようお願いします。専用フォルダの作成等については、デジタル改革推進部へご相談ください。 

 

●無線ＬＡＮシステムの利用開始について（デジタル改革推進部） 

デジタル改革推進部では、本庁舎及び区役所等の会議室や打合せ場所等のうち、効果が見込まれる 45 箇

所について、新しい情報端末を持ち込み、ペーパーレスで打合せや会議ができる、無線ＬＡＮシステムの整備

を進めています。 

 現在、アクセスポイント設置工事及び情報端末へのプログラム追加を順次行っており、資料に記載のスケジ

ュールでご利用が可能となります。 

これら 45 箇所では、これまで紙を印刷し持ち寄って行っていた会議や打合せ、幹部職員に対するレク等が

ペーパーレスでできるようになります。 

情報端末が更新された所管においては、積極的にご利用いただき、ペーパーレス化推進にご協力ください。 

 

〔総務局〕 

●文書の電子化率の向上について（総務課） 

文書の電子化率については、今年度末までに全庁で 85％とすることとしております。 

今年度 4 月から 12 月までの電子化率の実績は、84.9％となり、前年度、同時期の電子化率 81.2％と比較す

ると、3.7 ポイント向上しています。 

これまでのところ、最終目標値である 85％を若干下回っている状況であり、例年、年度末にかけ電子化率が

下がる傾向にあります。最終目標の達成に向け、引き続き文書の電子化に取り組むようお願いします。 

 

●コピー機使用枚数の削減について（総務課） 

コピー機の使用枚数については、令和 2 年 9 月定例会決算特別委員会からの提言を踏まえ、各所属におい

て削減の取組を進めていただいているところです。 

今年度は本庁コピー機の使用枚数の目標を、令和元年度比で 30％、各区役所においては、令和元年度比

で 20％削減することとしています。 

今年度 4 月から 11 月までの削減率の実績は、本庁分が 27.9％減、区役所分が 18.9％減となり、どちらも目

標値を下回っている状況です。 

年度末はコピー機の使用枚数が増える傾向にあります。引き続き目標達成に向け、コピー機使用枚数削減

の取組を進めていただくようお願いします。 
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〔保健福祉局〕 

●出産・子育て応援事業の推進について（パパママ応援ギフト支給事業の開始）（地域保健支援課） 

令和 4 年 12 月に令和 4 年度補正予算が成立し、「妊娠・出産包括支援センター」が中心となり実施する、妊

娠時から出産・子育てまでの一貫した伴走型相談支援の充実と、経済的支援を一体として実施する事業が創

設されました。この出産・子育て応援事業を推進するため、パパママ応援ギフトを支給します。 

事業（受付）開始予定は令和 5 年 2 月 1 日で、支給対象者は令和 4 年 4 月 1 日以降に妊娠した方又は出生

した新生児の養育者となります。 

本事業を行うために、令和5 年 1 月から保健所 地域保健支援課に出産・子育て応援担当を新設しましたの

で、市民の方から問い合わせなどがありましたら、ご案内いただきますようお願いします。 

 

〔子ども未来局〕 

●「令和 5 年さいたま市二十歳の集い」の開催結果について（青少年育成課） 

成年年齢の引き下げに伴い、今年度より「成人式」の名称を「二十歳の集い」へ変更して、1 月 9 日、成人の

日に、さいたまスーパーアリーナで開催しました。 

感染症対策として 3 部に分けて開催し、合計で 10,837 名、うち二十歳の対象者 8,835 名にお越しいただきま

した。 

参加者に事前登録をお願いし、二次元コード入場券での入場受付や検温・消毒、マスクの着用など感染防

止対策を徹底し、特に大きな混乱もなく式典が執り行われ、二十歳の節目をお祝いすることができました。 

なお、当日会場に来られない方のために、式典の様子は、YouTube によるライブ配信も行いました。 

 

〔消防局〕 

●令和 4 年中のさいたま市火災発生・救急出場状況（速報値）について（消防企画課） 

令和 4 年中は火災が 306 件発生し、前年の 300 件に対し、6 件増加となっています。火災による死者は 6 名

発生し、前年より 5 名の減少となりました。これは、過去最少人数となります。 

また救急出場件数は 80,365 件で、前年の 66,440 件に対し、13,925 件増加となり、過去最高の件数となりま

した。出場した件数のうち搬送した人員は 65,397 名で、このうち高齢者が 35,793 名で、全体の約 55％を占め

ています。 

なお、救急車の利用に関して、軽症者の割合が多くなっていますので、引き続き、各局及び区役所において

は、市民に対する火災予防と救急車適正利用の啓発にご協力をお願いします。 

 

◎次回の行政会議 

次回、令和 4 年度第 11 回は、令和 5 年 2 月 8 日（水）午前 10 時です。 

 








